
平成２９年３月２１日

1 安全安心な都市公園の改修
平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 富士宮市

・31年度までに主要公園の園路等をバリアフリー化し、計画期間内の公園施設のバリアフリー化を100％とする。
・31年度までに緊急度の高い公園施設の改築・更新率を40％とする。

（H27当初） （H29末） （H31末）
主要公園施設のバリアフリー化率＝（バリアフリー化された施設数）／（計画期間内のバリアフリー化が必要な施設数）

0% 25% 100%

公園施設の更新・改築率＝（改築・更新された施設数）／（緊急度の高い改築・更新施設数）
0% 27% 40%

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

1-A-1 公園 一般 富士宮市 直接 120

1-A-2 公園 一般 富士宮市 直接 公園施設長寿命化対策支援事業 120

合計 240

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

計画の目標

社会資本総合整備計画（変更第２回）
計画の名称

計画の期間 交付対象

・主要な公園のトイレ等の公園施設のバリアフリー化を実施し、誰もが安全で安心して利用できる公園とする。
・公園施設長寿命化計画に基づき、遊具等の改築更新を実施し、安全で安心して利用できる公園とする。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
２４０百万円 Ａ ２４０百万円 Ｂ ０百万円 Ｃ ０百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

富士宮市

富士宮市 都市公園安全･安心対策緊急総合支援事業（富士宮市） ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ　N=2公園 富士宮市

公園遊具改築更新　N=17公園　N=47施設

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

番号 事業者

富士宮市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

要素となる事業名 市町村名
（延長・面積等）

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

事業内容 事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果



社会資本総合整備計画
計画の名称 １　安全安心な都市公園の改修
計画の期間 平成２７年度～平成３１年度（５年間） 富士宮市交付団体

１－Ａー１ 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 N＝２公園

１－Ａー２ 公園施設長寿命化対策支援事業 N＝１７公園

城山公園

淀川北公園

淀川中公園

外神東公園

押出公園

外神東緑地公園

粟倉南公園

宝田公園

清水公園

中尾公園

向田公園

前田公園

笠井田公園

黒田北公園

野中東公園

神田川南公園

白尾山公園


